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【手続補正書】
【提出日】平成28年12月16日(2016.12.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和物、互変異性体、あるい
はＮ－オキシドであって：
【化１】

式中：
　Ａは、Ａ１、－Ｏ－Ａ１、－ＮＨ－Ａ１、－Ｃ（＝Ｏ）－Ａ１、または－Ｓ（＝Ｏ）２

－Ａ１であり；Ａ１は、随意に置換されたフェニル、随意に置換されたナフチル、随意に
置換された５員ヘテロアリール、随意に置換された６員ヘテロアリール、随意に置換され
た９員ヘテロアリール、および随意に置換された１０員ヘテロアリールから成る群から選
択され；ここで、Ａのための随意の置換基は、水素、ハロゲン、－ＣＮ、－ＯＨ、－ＮＯ

２、－Ｎ（Ｒ１３）－Ｒ１４、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ１３）－Ｒ１４、－ＮＲ１３Ｃ（＝
Ｏ）Ｒ１５、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｒ１３、－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１５、－ＳＲ１３、－Ｓ
（＝Ｏ）Ｒ１５、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ１５、－Ｎ（Ｒ１３）Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ１５、－Ｓ（＝
Ｏ）２－Ｎ（Ｒ１３）－Ｒ１４、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１３、随意に置換されたアルキル、随意
に置換されたシクロアルキル、随意に置換されたヘテロシクロアルキル、随意に置換され
たアルコキシ、随意に置換されたハロアルキル、随意に置換されたハロアルコキシ、随意
に置換されたフェニル、および随意に置換された５員または６員のヘテロアリールから成
る群から選択され；
　Ｂは、随意に置換されたアルキル、または随意に置換されたシクロアルキルであり；
　Ｙは、随意に置換されたヘテロシクロアルキル、随意に置換されたスピロヘテロシクロ
アルキル、随意に置換されたアルキル、および－ＮＲ２（ＣＨ２）ｎＮＲ３－から選択さ
れ；
　　ｎは、２、３、４、５、または６であり；
　　Ｒ２は、Ｈまたはアルキルであり；
　　Ｒ３は、Ｈまたはアルキルであり；
　Ｘ１は、ＮまたはＣ（Ｒ１）であり；
　Ｘ２は、ＮまたはＣ（Ｒ１）であり；
　Ｘ３は、ＮまたはＣ（Ｒ４）であり；
　Ｘ４は、ＮまたはＣ（Ｒ５）であり；
　Ｘ５は、ＮまたはＣ（Ｒ６）であり；
　Ｘ６は、ＮまたはＣ（Ｒ７）であり；
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　各Ｒ１は、水素、ハロゲン、－ＣＮ、－ＯＨ、－ＮＯ２、随意に置換されたアルキル、
随意に置換されたアルコキシ、随意に置換されたハロアルキル、および随意に置換された
ハロアルコキシから成る群から独立して選択され；
　Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、およびＲ７の各々は、水素、ハロゲン、－ＣＮ、－ＯＨ、－ＮＯ２

、－Ｎ（Ｒ１３）－Ｒ１４、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ１３）－Ｒ１４、－ＮＲ１３Ｃ（＝Ｏ
）Ｒ１５、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｒ１３、－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１５、－ＳＲ１３、－Ｓ（
＝Ｏ）Ｒ１５、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ１５、－Ｎ（Ｒ１３）Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ１５、－Ｓ（＝Ｏ
）２－Ｎ（Ｒ１３）－Ｒ１４、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１３、随意に置換されたアルキル、随意に
置換されたシクロアルキル、随意に置換されたヘテロシクロアルキル、随意に置換された
アルコキシ、随意に置換されたハロアルキル、随意に置換されたハロアルコキシ、随意に
置換されたフェニル、および随意に置換された５員または６員のヘテロアリールから成る
群から独立して選択され；
　あるいはＲ５およびＲ６は、Ｒ５およびＲ６に接続する原子と一緒に得られて、随意に
置換されたヘテロシクロアルキルを形成し；
　Ｒ１３およびＲ１４の各々は、水素、随意に置換されたアルキル、随意に置換されたシ
クロアルキル、随意に置換されたヘテロシクロアルキル、随意に置換されたアルコキシ、
随意に置換されたハロアルキル、随意に置換されたハロアルコキシ、随意に置換されたフ
ェニル、随意に置換された５員または６員のヘテロアリールから成る群から独立して選択
され；
　あるいはＲ１３およびＲ１４は、同じ窒素原子上にあるときに、それらが付けられる窒
素原子と一緒に得られて、随意に置換されたヘテロシクロアルキルを形成し；
　Ｒ１５は、随意に置換されたアルキル、随意に置換されたシクロアルキル、随意に置換
されたヘテロシクロアルキル、随意に置換されたアルコキシ、随意に置換されたハロアル
キル、随意に置換されたハロアルコキシ、随意に置換されたフェニル、および随意に置換
された５員または６員のヘテロアリールから成る群から選択される、式（Ｉ）の化合物、
またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和物、互変異性体、あるいはＮ－オキシド。
【請求項２】
　Ｘ１が、Ｃ（Ｒ１）であり、かつ、Ｘ２が、Ｃ（Ｒ１）であり、または、
　Ｘ１が、Ｎであり、かつ、Ｘ２が、Ｃ（Ｒ１）であり、または、
　Ｘ１が、Ｃ（Ｒ１）であり、かつ、Ｘ２が、Ｎであり、または、
　Ｘ１が、Ｎであり、かつ、Ｘ２が、Ｎであり、または、
　Ｘ３が、Ｎであり、Ｘ４が、Ｃ（Ｒ５）であり、Ｘ５が、Ｃ（Ｒ６）であり、かつ、　
Ｘ６が、ＮまたはＣ（Ｒ７）であり、または、
　Ｘ３が、Ｃ（Ｒ４）であり、Ｘ４が、Ｎであり、Ｘ５が、Ｃ（Ｒ６）であり、かつ、Ｘ
６が、Ｃ（Ｒ７）であり、または、
　Ｘ３が、Ｃ（Ｒ４）であり、Ｘ４が、Ｃ（Ｒ５）であり、Ｘ５が、Ｎであり、かつ、Ｘ
６が、Ｃ（Ｒ７）であり、または、
　Ｘ３が、ＮまたはＣ（Ｒ４）であり、Ｘ４が、Ｃ（Ｒ５）であり、Ｘ５が、Ｃ（Ｒ６）
であり、かつ、Ｘ６が、Ｎであり、または、
　Ｘ３が、Ｃ（Ｒ４）であり、Ｘ４が、Ｃ（Ｒ５）であり、Ｘ５が、Ｃ（Ｒ６）であり、
かつ、Ｘ６が、Ｃ（Ｒ７）であることを特徴とする、請求項１に記載の化合物、またはそ
の薬学的に許容可能な塩、溶媒和物、互変異性体、あるいはＮ－オキシド。
【請求項３】
　以下の式ＩＩの構造、またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和物、互変異性体、ある
いはＮ－オキシドを有することを特徴とする、請求項１に記載の化合物：
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【化２】

　Ｙが、随意に置換された５員、６員、７員、または８員のヘテロシクロアルキル、随意
に置換されたスピロヘテロシクロアルキル、および－ＮＲ２（ＣＨ２）ｎＮＲ３－から選
択されることを特徴とする、請求項１に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩
、溶媒和物、互変異性体、あるいはＮ－オキシド。
【請求項４】
　Ｙが、随意に置換されたピペリジニルまたは随意に置換されたピペラジニルである、随
意に置換された６員ヘテロシクロアルキルであることを特徴とする、請求項１乃至３のい
ずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和物、互変異性体、
あるいはＮ－オキシド。
【請求項５】
　Ｙが、

【化３】

であることを特徴とする、請求項１乃至４のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬
学的に許容可能な塩、溶媒和物、互変異性体、あるいはＮ－オキシド。
【請求項６】
　以下の式ＩＩＩまたは式Ｖの構造、あるいはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和物、互
変異性体、またはＮ－オキシドを有することを特徴とする、請求項１乃至５のいずれか１
項に記載の化合物：
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【化４】

【請求項７】
　Ａが、随意に置換されたフェニル、随意に置換されたナフチル、随意に置換されたフラ
ニル、随意に置換されたピロリル、随意に置換されたオキサゾリル、随意に置換されたチ
アゾリル、随意に置換されたイミダゾリル、随意に置換されたピラゾリル、随意に置換さ
れたトリアゾリル、随意に置換されたテトラゾリル、随意に置換されたイソキサゾリル、
随意に置換されたイソチアゾリル、随意に置換されたオキサジアゾリル、随意に置換され
たチアジアゾリル、随意に置換されたピリジニル、随意に置換されたピリミジニル、随意
に置換されたピラジニル、随意に置換されたピリダジニル、随意に置換されたトリアジニ
ル、随意に置換されたキノリニル、随意に置換されたイソキノリニル、随意に置換された
キナゾリニル、随意に置換されたキノキサリニル、随意に置換されたナフチリジニル、随
意に置換されたインドリル、随意に置換されたインダゾリル、随意に置換されたベンゾキ
サゾリル、随意に置換されたベンズイソオキサゾリル、随意に置換されたベンゾフラニル
、ベンゾチエニル、随意に置換されたベンゾチアゾリル、随意に置換されたベンズイミダ
ゾリル、随意に置換されたプリニル、随意に置換されたシンノリニル、随意に置換された
フタラジニル、および随意に置換されたプテリジニレンから成る群から選択されることを
特徴とする、請求項１乃至６のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的に許容可
能な塩、溶媒和物、互変異性体、あるいはＮ－オキシド。
【請求項８】
　以下の式ＶＩＩまたは式ＩＸの構造、あるいはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和物、
互変異性体、またはＮ－オキシドを有し：
【化５】

式中：
　Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、およびＲ１２の各々が、水素、ハロゲン、－ＣＮ、－Ｏ
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Ｈ、－ＮＯ２、－Ｎ（Ｒ１３）－Ｒ１４、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ１３）－Ｒ１４、－ＮＲ
１３Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１５、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｒ１３、－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１５、－ＳＲ
１３、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒ１５、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ１５、－Ｎ（Ｒ１３）Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ１５

、－Ｓ（＝Ｏ）２－Ｎ（Ｒ１３）－Ｒ１４、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１３、随意に置換されたアル
キル、随意に置換されたシクロアルキル、随意に置換されたヘテロシクロアルキル、随意
に置換されたアルコキシ、随意に置換されたハロアルキル、随意に置換されたハロアルコ
キシ、随意に置換されたフェニル、および随意に置換された５員または６員のヘテロアリ
ールから成る群から独立して選択されることを特徴とする、請求項１乃至７のいずれか１
項に記載の化合物。
【請求項９】
　Ｂが、随意に置換されたシクロアルキルであることを特徴とする、請求項１乃至８のい
ずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和物、互変異性体、
あるいはＮ－オキシド。
【請求項１０】
　以下の式ＸＩまたはＸＩＩＩの構造、またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和物、互
変異性体、あるいはＮ－オキシドを有し：
【化６】

式中：
　ｍは、１、２、３、４、５、６、または７であることを特徴とする、請求項１乃至９の
いずれか１項に記載の化合物。
【請求項１１】
　ｍが、１または２であり、
　Ｒ４が、水素であり、
　Ｒ７が、水素であり、および、
　Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、およびＲ１２の少なくとも２つが、水素であることを特
徴とする、請求項１０に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和物、互
変異性体、あるいはＮ－オキシド。
【請求項１２】
２－シクロブチル－６，７－ジメトキシ－４－（４－（２－メトキシフェニル）ピペラジ
ン－１－イル）キナゾリン；
２－フェニル－６，７－ジメトキシ－４－（４－（２－メトキシフェニル）ピペラジン－
１－イル）キナゾリン；
２－フェニル－６，７－ジメトキシ－４－（４－（フェニル）ピペラジン－１－イル）キ
ナゾリン；
２－フェニル－６，７－ジメトキシ－４－（４－（２－フルオロフェニル）ピペラジン－
１－イル）キナゾリン；
２－フェニル－６，７－ジメトキシ－４－（４－（４－フルオロフェニル）ピペラジン－
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１－イル）キナゾリン；
２－フェニル－６，７－ジメトキシ－４－（４－（２－クロロフェニル）ピペラジン－１
－イル）キナゾリン；
２－フェニル－６－エトキシ－７－メトキシ－４－（４－（２－メトキシフェニル）ピペ
ラジン－１－イル）キナゾリン；
２－フェニル－６－エトキシ－７－メトキシ－４－（４－（フェニル）ピペラジン－１－
イル）キナゾリン；
２－フェニル－６－エトキシ－７－メトキシ－４－（４－（２－フルオロフェニル）ピペ
ラジン－１－イル）キナゾリン；
またはそれらの薬学的に許容可能な塩、溶媒和物、互変異性体、あるいはＮ－オキシド、
であることを特徴とする、請求項１に記載の化合物。
【請求項１３】
　以下の構造、またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和物、互変異性体、あるいはＮ－
オキシドを有し：

【化７】

式中、
　Ａは、フェニル、２－メトキシフェニル、３－メトキシフェニル、４－メトキシフェニ
ル、２，４－ジメトキシフェニル、２－メチルフェニル、２，６－ジメチルフェニル、２
－フルオロフェニル、２－クロロフェニル、ピリジン－２－イル、または２－ニトロフェ
ニルであることを特徴とする、請求項１に記載の化合物。
【請求項１４】
　以下の構造、またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和物、互変異性体、あるいはＮ－
オキシドを有し：
【化８】

式中：
　Ｂは、水素、メチル、エチル、ｎ－プロピル、ｉ－プロピル、ｉ－ブチル、－ビニル、
シクロプロピル、シクロブチル、シクロペンチル、メチルシクロプロピル、－ＣＨ２Ｐｈ
、－ＣＨ２ＣＨ２ＮＭｅ２であるか、または：
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【化９】

であることを特徴とする、請求項１に記載の化合物。
【請求項１５】
２－シクロブチル－６，７－ジメトキシ－４－（４－（２－メトキシフェニル）ピペラジ
ン－１－イル）キナゾリン；
２－シクロブチル－６－メトキシ－４－（４－（２－メトキシフェニル）ピペラジン－１
－イル）キナゾリン；
２－シクロブチル－７－メトキシ－４－（４－（２－メトキシフェニル）ピペラジン－１
－イル）キナゾリン；
２－シクロブチル－４－（４－（２－メトキシフェニル）ピペラジン－１－イル）キナゾ
リン；
６－シクロブチル－８－（４－（２－メトキシフェニル）ピペラジン－１－イル）－［１
，３］ジオキソロ［４，５－ｇ］キナゾリン；
２－シクロプロピル－６－メトキシ－４－（４－（２－メトキシフェニル）ピペラジン－
１－イル）キナゾリン；
またはそれらの薬学的に許容可能な塩、溶媒和物、互変異性体、あるいはＮ－オキシド、
であることを特徴とする、請求項１に記載の化合物。
【請求項１６】
　以下の構造、またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和物、互変異性体、あるいはＮ－
オキシドを有し：

【化１０】

式中、
　Ａは、水素、２－メトキシフェニル、２－エトキシフェニル、２－クロロフェニル、－
ＳＯ２－フェニル、４－メチルベンジル、２－メトキシベンジル、ベンゾイル、および２
－メトキシベンゾイルであることを特徴とする、請求項１に記載の化合物。
【請求項１７】
　２－シクロプロピル－４－［４－（４－フルオロ－２－メトキシ－フェニル）－ピペラ
ジン－１－イル］－６，７－ジメトキシ－キナゾリン；
２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－４－［４－（２－メトキシ－４－トリフルオ
ロメトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］－キナゾリン；
４－［４－（４－クロロ－２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］－２－シ
クロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン；
２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－４－［４－（２－メトキシ－４－ニトロ－フ
ェニル）－ピペラジン－１－イル］－キナゾリン；
４－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－ピペ
ラジン－１－イル］－３－メトキシ－フェニルアミン；
４－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－ピペ
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ラジン－１－イル］－３－メトキシ－ベンゾニトリル；
４－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－ピペ
ラジン－１－イル］－３－メトキシ－安息香酸；
４－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－ピペ
ラジン－１－イル］－３－メトキシ－ベンズアミド；
｛４－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－ピ
ペラジン－１－イル］－３－メトキシ－フェニル｝－ジメチル－アミン；
２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－４－［４－（２－メトキシ－４－トリフルオ
ロメチル－フェニル）－ピペラジン－１－イル］－キナゾリン；
２－シクロプロピル－４－［４－（２，４－ジメトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－
イル］－６，７－ジメトキシ－キナゾリン；
２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－４－［４－（２－メトキシ－５－メチル－フ
ェニル）－ピペラジン－１－イル］－キナゾリン；
２－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－ピペ
ラジン－１－イル］－ベンゾニトリル；
２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－４－［４－（２－メトキシ－５－ニトロ－フ
ェニル）－ピペラジン－１－イル］－キナゾリン；
３－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－ピペ
ラジン－１－イル］－４－メトキシ－フェニルアミン；
Ｎ－｛３－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）
－ピペラジン－１－イル］－４－メトキシ－フェニル｝－アセトアミド；
Ｎ－｛３－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）
－ピペラジン－１－イル］－４－メトキシ－フェニル｝－メタンスルホンアミド；
｛３－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－ピ
ペラジン－１－イル］－４－メトキシ－フェニル｝－ジメチル－アミン；
｛３－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－ピ
ペラジン－１－イル］－４－メトキシ－フェニル｝－メチル－アミン；
２－シクロプロピル－４－［４－（２，３－ジクロロ－フェニル）－ピペラジン－１－イ
ル］－６，７－ジメトキシ－キナゾリン；
２－シクロプロピル－４－［４－（２，４－ジクロロ－フェニル）－ピペラジン－１－イ
ル］－６，７－ジメトキシ－キナゾリン；
３－クロロ－４－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－
イル）－ピペラジン－１－イル］－ベンゾニトリル；
４－［４－（２－クロロ－４－ニトロ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］－２－シク
ロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン；
３－クロロ－４－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－
イル）－ピペラジン－１－イル］－安息香酸；
３－クロロ－４－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－
イル）－ピペラジン－１－イル］－ベンズアミド；
３－クロロ－４－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－
イル）－ピペラジン－１－イル］－フェニルアミン；
Ｎ－｛３－クロロ－４－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン
－４－イル）－ピペラジン－１－イル］－フェニル｝－アセトアミド；
Ｎ－｛３－クロロ－４－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン
－４－イル）－ピペラジン－１－イル］－フェニル｝－メタンスルホンアミド；
３－クロロ－４－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－
イル）－ピペラジン－１－イル］－安息香酸；
４－［４－（２－クロロ－４－フルオロ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］－２－シ
クロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン；
４－［４－（２－クロロ－４－トリフルオロメチル－フェニル）－ピペラジン－１－イル
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］－２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン；
４－［４－（２－クロロ－４－メチル－フェニル）－ピペラジン－１－イル］－２－シク
ロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン；
４－［４－（２－クロロ－４－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］－２－シ
クロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン；
２－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－ピペ
ラジン－１－イル］－ベンゾニトリル；
２－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－ピペ
ラジン－１－イル］－５－メトキシ－ベンゾニトリル；
５－クロロ－２－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－
イル）－ピペラジン－１－イル］－ベンゾニトリル；
２－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－ピペ
ラジン－１－イル］－５－ニトロ－ベンゾニトリル；
５－アミノ－２－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－
イル）－ピペラジン－１－イル］－ベンゾニトリル；
２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－４－［４－（２－ニトロ－フェニル）－ピペ
ラジン－１－イル］－キナゾリン；
２－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－ピペ
ラジン－１－イル］－フェニルアミン；
２－（４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシキナゾリン－４－イル）ピペラジ
ン－１－イル）－Ｎ－エチルアニリン；
｛２－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－ピ
ペラジン－１－イル］－フェニル｝－ジメチル－アミン；
｛２－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－ピ
ペラジン－１－イル］－フェニル｝－ジエチル－アミン；
４－［４－（２－アジリジン－１－イル－フェニル）－ピペラジン－１－イル］－２－シ
クロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン；
４－［４－（４－ベンジルオキシ－２－ニトロ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］－
２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン；
３－アミノ－４－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－
イル）－ピペラジン－１－イル］－フェノール；
２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－４－［４－（４－メトキシ－２－ニトロ－フ
ェニル）－ピペラジン－１－イル］－キナゾリン；
２－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－ピペ
ラジン－１－イル］－５－フルオロ－フェニルアミン；
２－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－ピペ
ラジン－１－イル］－５－メトキシ－フェニルアミン；
｛５－ブロモ－２－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４
－イル）－ピペラジン－１－イル］－フェニル｝－ジメチル－アミン；
｛２－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－ピ
ペラジン－１－イル］－５－フルオロ－フェニル｝－ジメチル－アミン；
｛５－クロロ－２－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４
－イル）－ピペラジン－１－イル］－フェニル｝－ジメチル－アミン；
｛２－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－ピ
ペラジン－１－イル］－５－メトキシ－フェニル｝－ジメチル－アミン；
４－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－ピペ
ラジン－１－イル］－３－ジメチルアミノ－安息香酸；
｛２－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－ピ
ペラジン－１－イル］－フェニル｝－フェニル－アミン；
２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－４－［４－（２－モルホリン－４－イル－フ
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ェニル）－ピペラジン－１－イル］－キナゾリン；
２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－４－［４－（２－ピロリジン－１－イル－フ
ェニル）－ピペラジン－１－イル］－キナゾリン；
４－［４－（２－アゼチジン－１－イル－フェニル）－ピペラジン－１－イル］－２－シ
クロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン；
２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－４－［４－（２－ピペリジン－１－イル－フ
ェニル）－ピペラジン－１－イル］－キナゾリン；
２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－４－｛４－［２－（４－メチル－ピペラジン
－１－イル）－フェニル］－ピペラジン－１－イル｝－キナゾリン；
５－アミノ－２－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－
イル）－ピペラジン－１－イル］－フェノール；
４－（４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシキナゾリン－４－イル）ピペラジ
ン－１－イル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアニリン；
｛４－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－ピ
ペラジン－１－イル］－フェニル｝－ジエチル－アミン；
３－（４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシキナゾリン－４－イル）ピペラジ
ン－１－イル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアニリン；
｛３－［４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－ピ
ペラジン－１－イル］－フェニル｝－ジエチル－アミン；
Ｎ－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－５－イル）－Ｎ’－（２
－メトキシ－フェニル）－エタン－１，２－ジアミン；
Ｎ’－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－５－イル）－Ｎ－（２
－メトキシ－フェニル）－Ｎ－メチル－エタン－１，２－ジアミン；
２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－２
－メチル－ピペラジン－１－イル］－キナゾリン；
Ｎ－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－Ｎ’－フェ
ニル－エタン－１，２－ジアミン；
Ｎ－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－Ｎ’－（２
－メトキシ－フェニル）－プロパン－１，３－ジアミン；
Ｎ－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－Ｎ’－（２
－メトキシ－フェニル）－Ｎ，Ｎ’－ジメチル－エタン－１，２－ジアミン；
２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－［
１，４］ジアゼパン－１－イル］－キナゾリン；
［１－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－ピペリジ
ン－４－イル］－（２－メトキシ－フェニル）－アミン；
２－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イルアミノ）－Ｎ－
（２－メトキシ－フェニル）－アセトアミド；
２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピ
ペリジン－１－イル］－キナゾリン；
｛２－［１－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－ピ
ペリジン－４－イル］－フェニル｝－ジメチル－アミン；
２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－３
，６－ジヒドロ－２Ｈ－ピリジン－１－イル］－キナゾリン；
２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－４－（３－フェニル－ピロリジン－１－イル
）－キナゾリン；
２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－４－［３－（２－メトキシ－フェニル）－ピ
ロリジン－１－イル］－キナゾリン；
｛２－［１－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－ピ
ロリジン－３－イル］－フェニル｝－ジメチル－アミン；
２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－４－［３－（３－メトキシ－フェニル）－シ
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クロペンチル］－キナゾリン；
｛３－［１－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－ピ
ロリジン－３－イル］－フェニル｝－ジメチル－アミン；
１－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－３－フェニ
ル－ピロリジン－３－オール；
１－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－３－（２－
ジメチルアミノ－フェニル）－ピロリジン－３－オール；
１－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－３－（３－
メトキシ－フェニル）－ピロリジン－３－オール；
２－シクロプロピル－４－（３－フルオロ－３－フェニル－ピロリジン－１－イル）－６
，７－ジメトキシ－キナゾリン；
｛２－［１－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－キナゾリン－４－イル）－３
－フルオロ－ピロリジン－３－イル］－フェニル｝－ジメチル－アミン；
２－シクロプロピル－４－［３－フルオロ－３－（３－メトキシ－フェニル）－ピロリジ
ン－１－イル］－６，７－ジメトキシ－キナゾリン；
２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－４－（３－メチル－４－フェニル－ピペラジ
ン－１－イル）－キナゾリン；
２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－４－［１－（２－メトキシ－フェニル）－ピ
ペリジン－４－イル］－キナゾリン；
６，７－ジメトキシ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］
－２－ピペリジン－４－イル－キナゾリン；
６，７－ジメトキシ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］
－２－（１－メチル－ピペリジン－４－イル）－キナゾリン；
６，７－ジメトキシ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］
－２－（４－メチル－シクロヘキシル）－キナゾリン；
４－｛６，７－ジメトキシ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－
イル］－キナゾリン－２－イル｝－ピペリジン－１－カルボン酸ベンジルエステル；
６，７－ジメトキシ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］
－２－（テトラヒドロ－ピラン－４－イル）キナゾリン；
６，７－ジメトキシ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］
－２－（テトラヒドロ－フラン－３－イル）－キナゾリン；
６，７－ジメトキシ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］
－２－（２－メチル－シクロプロピル）－キナゾリン；
シス－６，７－ジメトキシ－２－（４－メトキシ－シクロヘキシル）－４－［４－（２－
メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］－キナゾリン；
トランス－６，７－ジメトキシ－２－（４－メトキシ－シクロヘキシル）－４－［４－（
２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］－キナゾリン；
６，７－ジメトキシ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］
－２－（４－メチル－ピロリジン－３－イル）－キナゾリン；
２－（１，４－ジメチル－ピロリジン－３－イル）－６，７－ジメトキシ－４－［４－（
２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］－キナゾリン；
６，７－ジメトキシ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］
－２－ピロリジン－３－イル－キナゾリン；
６，７－ジメトキシ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］
－２－（１－メチル－ピロリジン－３－イル）－キナゾリン；
２－（（１Ｒ，３Ｒ）－３－クロロ－３－メチルシクロブチル）－６，７－ジメトキシ－
４－（４－（２－メトキシフェニル）ピペラジン－１－イル）キナゾリン；
２－（１Ｓ，３Ｓ）－３－クロロ－３－メチルシクロブチル）－６，７－ジメトキシ－４
－（４－（２－メトキシフェニル）ピペラジン－１－イル）キナゾリン；
６，７－ジメトキシ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］
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－２－（３－メチル－シクロブチル）－キナゾリン；
２－シクロヘキシル－６，７－ジメトキシ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピ
ペラジン－１－イル］－キナゾリン；
２－ｔｅｒｔ－ブチル－６，７－ジメトキシ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－
ピペラジン－１－イル］－キナゾリン；
２－ｔｅｒｔ－ブチル－６，７－ジメトキシ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－
ピペリジン－１－イル］－キナゾリン；
６，７－ジメトキシ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］
－２－（１－メチル－シクロプロピル）－キナゾリン；
６，７－ジメトキシ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペリジン－１－イル］
－２－（１－メチル－シクロプロピル）－キナゾリン；
６，７－ジメトキシ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］
－２－（１－トリフルオロメチル－シクロプロピル）－キナゾリン；
６，７－ジメトキシ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペリジン－１－イル］
－２－（１－トリフルオロメチル－シクロプロピル）－キナゾリン；
［４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペリジン－１－イル］－２－（１－メチル
－シクロプロピル）－キナゾリン－６－イル］－メチル－（２－モルホリン－４－イル－
エチル）－アミン；
７－クロロ－２－シクロプロピル－６－メトキシ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル
）－ピペラジン－１－イル］－キナゾリン；
２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］
－ピリド［２，３－ｄ］ピリミジン；
２－シクロプロピル－６，８－ジメトキシ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピ
ペラジン－１－イル］－キナゾリン；
２－シクロプロピル－６－メトキシ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジ
ン－１－イル］－７－メチル－キナゾリン；
２－シクロプロピル－７－フルオロ－６－メトキシ－４－［４－（２－メトキシ－フェニ
ル）－ピペラジン－１－イル］－キナゾリン；
６－ブロモ－２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン
－１－イル］－キナゾリン；
２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］
－キナゾリン－６－イル｝－ジメチルアミン；
６－ブロモ－２－シクロプロピル－７－フルオロ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル
）－ピペラジン－１－イル］－キナゾリン；
｛２－シクロプロピル－７－フルオロ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラ
ジン－１－イル］－キナゾリン－６－イル｝－ジメチル－アミン；
｛２－シクロプロピル－７－フルオロ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラ
ジン－１－イル］－キナゾリン－６－イル｝－ジエチル－アミン；
６－ブロモ－７－クロロ－２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）
－ピペラジン－１－イル］－キナゾリン；
｛７－クロロ－２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジ
ン－１－イル］－キナゾリン－６－イル｝－ジメチル－アミン；
｛７－クロロ－２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジ
ン－１－イル］－キナゾリン－６－イル｝－ジエチル－アミン；
６－ブロモ－２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン
－１－イル］－７－メチル－キナゾリン；
｛２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル
］－７－メチル－キナゾリン－６－イル｝－ジメチル－アミン；
｛２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル
］－７－メチル－キナゾリン－６－イル｝－エチル－メチル－アミン；
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６－ブロモ－２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペリジン
－１－イル］－７－メチル－キナゾリン；
｛２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペリジン－１－イル
］－７－メチル－キナゾリン－６－イル｝－ジエチル－アミン；
２－シクロプロピル－６－メトキシ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジ
ン－１－イル］－ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン；
６－ブロモ－２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペリジン
－１－イル］－７－メチル－キナゾリン；
｛２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペリジン－１－イル
］－７－メチル－キナゾリン－６－イル｝－ジエチル－アミン；
｛２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル
］－キナゾリン－７－イル｝－ジメチル－アミン；
｛２－シクロプロピル－４－［４－（２，５－ジメトキシ－フェニル）－ピペラジン－１
－イル］－キナゾリン－６－イル｝－ジメチル－アミン；
２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］
－６－ピペリジン－１－イル－キナゾリン；
｛２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル
］－キナゾリン－６－イル｝－ジエチル－アミン；
２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］
－６－モルホリン－４－イル－キナゾリン；
２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］
－６－ピロリジン－１－イル－キナゾリン；
｛２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル
］－キナゾリン－６－イル｝－フェニル－アミン；
｛２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペリジン－１－イル
］－キナゾリン－６－イル｝－ジメチル－アミン；
｛２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペリジン－１－イル
］－キナゾリン－６－イル｝－エチル－メチル－アミン；
｛７－クロロ－２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシフェニル）ピペリジル］
キナゾリン－６－イル｝ジメチルアミン；
２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］
－６－ピペラジン－１－イル－キナゾリン；
２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］
－６－（４－メチル－ピペラジン－１－イル）－キナゾリン；
２－シクロプロピル－６，７－ジフルオロ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピ
ペラジン－１－イル］－キナゾリン；
｛２－シクロプロピル－６－フルオロ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラ
ジン－１－イル］－キナゾリン－７－イル｝－ジメチル－アミン；
｛２－シクロプロピル－６－フルオロ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラ
ジン－１－イル］－キナゾリン－７－イル｝－ジエチル－アミン；
２－シクロプロピル－６－フルオロ－７－メトキシ－４－［４－（２－メトキシ－フェニ
ル）－ピペラジン－１－イル］－キナゾリン；
｛２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル
］－キナゾリン－６－イル｝－メチル－プロピル－アミン；
｛２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル
］－キナゾリン－６－イル｝－メチル－（２－モルホリン－４－イル－エチル）－アミン
；
２－シクロプロピル－４－（４－（２－メトキシフェニル）ピペラジン－１－イル）－Ｎ
－メチル－Ｎ－（２－モルホリノエチル）キナゾリン－６－アミン；
２，２’－（（２－シクロプロピル－４－（４－（２－メトキシフェニル）ピペラジン－
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１－イル）キナゾリン－６－イル）アザンジイル）ジエタノール；
２－（｛２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１
－イル］－キナゾリン－６－イル｝－メチル－アミノ）－エタノール；
｛２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル
］－キナゾリン－６－イル｝－（２－メトキシ－エチル）－メチル－アミン；
２－（｛２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペリジン－１
－イル］－キナゾリン－６－イル｝－メチル－アミノ）－エタノール；
｛２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペリジン－１－イル
］－キナゾリン－６－イル｝－（２－メトキシ－エチル）－メチル－アミン；
｛２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペリジン－１－イル
］－キナゾリン－６－イル｝－メチル－プロピル－アミン；
｛２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペリジン－１－イル
］－キナゾリン－６－イル｝－メチル－（２－モルホリン－４－イル－エチル）－アミン
；
２－シクロプロピル－５，８－ジメトキシ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピ
ペラジン－１－イル］－キナゾリン；
２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］
－キナゾリン；
２－シクロプロピル－５，６－ジメトキシ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピ
ペラジン－１－イル］－キナゾリン；
２－シクロプロピル－５－メトキシ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジ
ン－１－イル］－キナゾリン；
２－シクロプロピル－８－メトキシ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピペラジ
ン－１－イル］－キナゾリン；
２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－４－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピ
ペラジン－１－イル］－キノリン；
３－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－１－［４－（２－メトキシ－フェニル）－ピ
ペラジン－１－イル］－イソキノリン；
３－クロロ－４－（４－（２－シクロプロピル－６－（ジメチルアミノ）キナゾリン－４
－イル）ピペラジン－１－イル）ベンゾニトリル；
３－クロロ－４－［４－（２－シクロプロピル－６－ジメチルアミノ－キナゾリン－４－
イル）－ピペラジン－１－イル］－ベンズアミド；
３－｛３－クロロ－４－［４－（２－シクロプロピル－６－ジメチルアミノ－キナゾリン
－４－イル）－ピペラジン－１－イル］－フェニル｝－１，１－ジメチル－尿素；
６－ブロモ－２－シクロプロピル－４－［４－（２，５－ジメトキシ－フェニル）－ピペ
ラジン－１－イル］－キナゾリン；
｛２－シクロプロピル－４－［４－（２，５－ジメトキシ－フェニル）－ピペラジン－１
－イル］－キナゾリン－６－イル｝－ジメチル－アミン；
６－ブロモ－２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－５－メチル－フェニル）
－ピペラジン－１－イル］－キナゾリン；
｛２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－５－メチル－フェニル）－ピペラジ
ン－１－イル］－キナゾリン－６－イル｝－ジメチル－アミン；
６－ブロモ－２－シクロプロピル－４－［４－（４－フルオロ－２－メトキシ－フェニル
）－ピペラジン－１－イル］－キナゾリン；
｛２－シクロプロピル－４－［４－（４－フルオロ－２－メトキシ－フェニル）－ピペラ
ジン－１－イル］－キナゾリン－６－イル｝－ジメチル－アミン；
４－［４－（６－ブロモ－２－シクロプロピル－キナゾリン－４－イル）－ピペラジン－
１－イル］－３－メトキシ－ベンゾニトリル；
４－［４－（２－シクロプロピル－６－ジメチルアミノ－キナゾリン－４－イル）－ピペ
ラジン－１－イル］－３－メトキシ－ベンゾニトリル；
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６－ブロモ－２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－４－トリフルオロメトキ
シ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］－キナゾリン；
｛２－シクロプロピル－４－［４－（２－メトキシ－４－トリフルオロメトキシ－フェニ
ル）－ピペラジン－１－イル］－キナゾリン－６－イル｝－ジメチル－アミン；
６－ブロモ－４－［４－（２－クロロ－４－フルオロ－フェニル）－ピペラジン－１－イ
ル］－２－シクロプロピル－キナゾリン；
｛４－［４－（２－クロロ－４－フルオロ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］－２－
シクロプロピル－キナゾリン－６－イル｝－ジメチル－アミン；
６－ブロモ－４－［４－（２－クロロ－４－メチル－フェニル）－ピペラジン－１－イル
］－２－シクロプロピル－キナゾリン；
｛４－［４－（２－クロロ－４－メチル－フェニル）－ピペラジン－１－イル］－２－シ
クロプロピル－キナゾリン－６－イル｝－ジメチル－アミン；
６－ブロモ－４－［４－（４－クロロ－２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イ
ル］－２－シクロプロピル－キナゾリン；
｛４－［４－（４－クロロ－２－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］－２－
シクロプロピル－キナゾリン－６－イル｝－ジメチル－アミン；
６－ブロモ－２－シクロプロピル－４－［４－（４－メトキシ－フェニル）－ピペラジン
－１－イル］－キナゾリン；
｛２－シクロプロピル－４－［４－（４－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル
］－キナゾリン－６－イル｝－ジメチル－アミン；
６－ブロモ－２－シクロプロピル－４－［４－（３－メトキシ－フェニル）－ピペラジン
－１－イル］－キナゾリン；
｛２－シクロプロピル－４－［４－（３－メトキシ－フェニル）－ピペラジン－１－イル
］－キナゾリン－６－イル｝－ジメチル－アミン；
６－ブロモ－２－シクロプロピル－４－（４－ｏ－トリル－ピペラジン－１－イル）－キ
ナゾリン；
［２－シクロプロピル－４－（４－ｏ－トリル－ピペラジン－１－イル）－キナゾリン－
６－イル］－ジメチル－アミン；
６－ブロモ－２－シクロプロピル－４－［４－（２－フルオロ－フェニル）－ピペラジン
－１－イル］－キナゾリン；
６－ブロモ－４－［４－（２－クロロ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］－２－シク
ロプロピル－キナゾリン；
｛２－シクロプロピル－４－［４－（２－フルオロ－フェニル）－ピペラジン－１－イル
］－キナゾリン－６－イル｝－ジメチル－アミン；
｛４－［４－（２－クロロ－フェニル）－ピペラジン－１－イル］－２－シクロプロピル
－キナゾリン－６－イル｝－ジメチル－アミン；
２－［４－（６－ブロモ－２－シクロプロピル－キナゾリン－４－イル）－ピペラジン－
１－イル］－ベンゾニトリル；
２－［４－（２－シクロプロピル－６－ジメチルアミノ－キナゾリン－４－イル）－ピペ
ラジン－１－イル］－ベンゾニトリル；
２－［４－（２－シクロプロピル－６－ジメチルアミノ－キナゾリン－４－イル）－ピペ
ラジン－１－イル］－ベンズアミド；
｛４－［４－（２－アゼチジン－１－イル－フェニル）－ピペラジン－１－イル］－２－
シクロプロピル－キナゾリン－６－イル｝－ジメチル－アミン；
｛４－［４－（２－アゼチジン－１－イル－フェニル）－ピペラジン－１－イル］－２－
シクロプロピル－キナゾリン－６－イル｝－エチル－メチル－アミン；
｛４－［４－（２－アゼチジン－１－イル－フェニル）－ピペリジン－１－イル］－２－
シクロプロピル－キナゾリン－６－イル｝－ジメチル－アミン；
２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－４－（４－（２－メトキシフェニル）ピペラ
ジン－１－イル）キナゾリン；
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６，７－ジメトキシ－４－（４－（２－メトキシフェニル）ピペラジン－１－イル）－２
－メチルキナゾリン；
２－ベンジル－６，７－ジメトキシ－４－（４－（２－メトキシフェニル）ピペラジン－
１－イル）キナゾリン；
２－エチル－６，７－ジメトキシ－４－（４－（２－メトキシフェニル）ピペラジン－１
－イル）キナゾリン；
６，７－ジメトキシ－４－（４－（２－メトキシフェニル）ピペラジン－１－イル）－２
－プロピルキナゾリン；
２－イソプロピル－６，７－ジメトキシ－４－（４－（２－メトキシフェニル）ピペラジ
ン－１－イル）キナゾリン；
２－イソブチル－６，７－ジメトキシ－４－（４－（２－メトキシフェニル）ピペラジン
－１－イル）キナゾリン；
６，７－ジメトキシ－４－（４－（２－メトキシフェニル）ピペラジン－１－イル）－２
－ビニルキナゾリン；
６，７－ジメトキシ－４－（４－（２－メトキシフェニル）ピペラジン－１－イル）－２
－（２－（４－（２－メトキシフェニル）ピペラジン－１－イル）エチル）キナゾリン；
２－シクロペンチル－６，７－ジメトキシ－４－（４－（２－メトキシフェニル）ピペラ
ジン－１－イル）キナゾリン；
２－（シクロプロピルメチル）－６，７－ジメトキシ－４－（４－（２－メトキシフェニ
ル）ピペラジン－１－イル）キナゾリン；
２－（６，７－ジメトキシ－４－（４－（２－メトキシフェニル）ピペラジン－１－イル
）キナゾリン－２－イル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルエタンアミン；
２－シクロブチル－６，７－ジメトキシ－４－（４－（２－メトキシフェニル）ピペラジ
ン－１－イル）キナゾリン；
２－シクロブチル－６，７－ジメトキシ－４－（４－フェニルピペラジン－１－イル）キ
ナゾリン；
２－シクロブチル－６，７－ジメトキシ－４－（４－（ｏ－トリル）ピペラジン－１－イ
ル）キナゾリン；
２－シクロブチル－４－（４－（２－フルオロフェニル）ピペラジン－１－イル）－６，
７－ジメトキシキナゾリン；
４－（４－（２－クロロフェニル）ピペラジン－１－イル）－２－シクロブチル－６，７
－ジメトキシキナゾリン；
２－シクロブチル－６，７－ジメトキシ－４－（４－（ピリジン－２－イル）ピペラジン
－１－イル）キナゾリン；
２－シクロブチル－６，７－ジメトキシ－４－（４－（２－ニトロフェニル）ピペラジン
－１－イル）キナゾリン；
２－シクロブチル－６，７－ジメトキシ－４－（４－（３－メトキシフェニル）ピペラジ
ン－１－イル）キナゾリン；
２－シクロブチル－６，７－ジメトキシ－４－（４－（４－メトキシフェニル）ピペラジ
ン－１－イル）キナゾリン；
２－シクロブチル－４－（４－（２，４－ジメトキシフェニル）ピペラジン－１－イル）
－６，７－ジメトキシキナゾリン；
２－シクロブチル－４－（４－（２，６－ジメトキシフェニル）ピペラジン－１－イル）
－６，７－ジメトキシキナゾリン；
２－シクロブチル－６－メトキシ－４－（４－（２－メトキシフェニル）ピペラジン－１
－イル）キナゾリン；
２－シクロブチル－７－メトキシ－４－（４－（２－メトキシフェニル）ピペラジン－１
－イル）キナゾリン；
２－シクロブチル－４－（４－（２－メトキシフェニル）ピペラジン－１－イル）キナゾ
リン；
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６－シクロブチル－８－（４－（２－メトキシフェニル）ピペラジン－１－イル）－［１
，３］ジオキソロ［４，５－ｇ］キナゾリン；
２－シクロプロピル－６－メトキシ－４－（４－（２－メトキシフェニル）ピペラジン－
１－イル）キナゾリン；
２－シクロブチル－４－（４－（２－エトキシフェニル）ピペラジン－１－イル）－６，
７－ジメトキシキナゾリン；
４－（４－（２－クロロフェニル）ピペラジン－１－イル）－２－シクロプロピル－６，
７－ジメトキシキナゾリン；
２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－４－（４－（フェニルスルホニル）ピペラジ
ン－１－イル）キナゾリン；
２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－４－（４－（４－メチルベンジル）ピペラジ
ン－１－イル）キナゾリン；
２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－４－（４－（２－メトキシベンジル）ピペラ
ジン－１－イル）キナゾリン；
（４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシキナゾリン－４－イル）ピペラジン－
１－イル）（フェニル）メタノン；
（４－（２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシキナゾリン－４－イル）ピペラジン－
１－イル）（２－メトキシフェニル）メタノン；
２－シクロプロピル－６，７－ジメトキシ－４－（ピペラジン－１－イル）キナゾリント
リフルオロ酢酸塩；
２－シクロプロピル－６－メトキシ－４－（４－（２－メトキシフェニル）ピペラジン－
１－イル）－７－（トリフルオロメチル）キナゾリン；
またはそれらの薬学的に許容可能な塩、溶媒和物、互変異性体、あるいはＮ－オキシド、
である化合物。
【請求項１８】
　請求項１乃至１７のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩、
および薬学的に許容可能な賦形剤を含む、医薬組成物。
【請求項１９】
　ニューロテンシンまたはニューロテンシン受容体１によって媒介された被験体の疾患、
障害、または疾病の処置における、請求項１乃至１７のいずれか１項に記載の化合物、ま
たはその薬学的に許容可能な塩の使用。
【請求項２０】
　前記疾患、障害、または疾病が、薬物乱用、パーキンソン病、統合失調症、慢性疼痛ま
たは急性疼痛、慢性の神経障害性疼痛、脳卒中または脳虚血であることを特徴とする、請
求項１９に記載の使用。
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